
 
 

第１回高山国道事務所管内防災対策検討会 議事要旨 

 

日  時：令和５年１月２４日（火）～令和５年１月３０日（月） 

開催方法：持回り 

出席委員：岐阜大学 工学部 教授 沢田和秀（委員長） 

     岐阜大学 情報連携推進本部 教授 村上茂之 

     岐阜工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授 川端光昭 

     一般社団法人 日本応用地質学会 中部支部 顧問 米田茂夫 

     国土交通省 中部地方整備局 高山国道事務所長 栗山健作 

 

＜議事要旨＞ 

・高山国道事務所管内防災対策検討会の設立趣旨、規約（案）について確認した。 

・着手済みの３事業（屏風岩改良、門原防災、船津割石防災）の進捗状況を確認した。 

 

【門原防災】 

・起点部切土法面の工法について 

・門原１号トンネル起点部坑口の工法について 

・門原１号トンネル終点部坑口の工法について  

（主な意見） 

・起点部切土法面の落石防護柵の高さの考え方を確認すること。 

・門原１号トンネル起点側坑口の対策工法に不足がないか確認すること。 

・門原１号トンネル終点側坑口の流路工自体の考え方は問題ないが、流路工端末の 

段差が必要か、管理の面から再検討すること。 

 

【屏風岩改良】 

・屏風岩改良の事業計画見直しについて確認した。 

 

以 上 

 


